
『摂
大
乗
論
』

の
世
親
釈

の

「十
名
」

に
お
け
る

諸
訳

の
錯
簡

と
そ

の
統

一
的
修
正

の
論

真

田

英

範

(
一
)

錯
簡
の
指
摘

十
名
の
錯
簡
は
世
親
釈
の
中
で
、
真
諦
訳
、
笈
多
共
行
矩
等
訳
、
玄

美
訳
に
共
通
し
て
見
ら
れ
、

チ
ベ

ッ
ト
訳
に
は
見
ら
れ
な
い
。
無
性
釈

で
は
、
玄
奏
訳
と
チ
ベ

ッ
ト
訳
共
に
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
事
は
イ
ソ
ド

に
そ
の
錯
簡
が
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
。
理
由
は
、
当
学
会

の
私

の
前
回

の
論
文
に
記
す
。
錯
簡
の
三
訳
は
玄
奨
訳
で
代
表
す
る
。
資
料

の
ペ
ー

ジ
数
は
大
正
蔵
経

の
三

一
巻
に
よ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
は
デ

ル
ゲ
版
。

(プ)

(三
五
一
頁
中
段
)
論
日

於
三此
悟
二入
唯
識
性
中
一何
所
二
悟
入
一
如
何

悟
入
。
入
二唯
識
性
一相
見
二
性
及
種
種
性
、
若
名
若
義
自
性
差
別
仮
自
性

差
別
義
如
レ是
六
種
義
皆
無
故
。
所
取
能
取
性
現
前
故
。

一
時
現
似
二種
種

相
義
一而
生
起
故
。
如
二闇
中
縄

:
…
釈
日
、
…
…
一
時
現
似
二種
種
相
義
一

而
生
起
故
者
謂
似
二種
種
名
句
文
相
一而
生
起
故
及
似
蕊
種
種
依
二
止
此
義
一

而
生
起
故
。
(甲
)
此
中
縄
喩
顕
三示
悟
二入
三
種
自
性
楓

(イ)

(三
五
一
頁
下
段
)
論
日

如
レ是
菩
薩
悟
二入
意
言
似
義
相
一故
悟
二入
遍

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
三
十
七
巻
第

一
號

昭
和
六
十
三
年
十
二
月

計
所
執
性
叩
悟
二入
唯
識
一故
悟
二入
依
他
起
性
殉
云
何
悟
二入
円
成
実
性
一若

已
滅
二除
意
言
聞
法
蕪
習
種
類
唯
識
之
想
ハ爾
時
菩
薩
巳
遣
二義
想
二

切
似

義
無
レ容
レ得
レ生
故
。
似
二唯
識
】亦
不
レ得
レ生
。
由
二是
因
縁
一住
二
一
切
義

無
分
別
名
一

(ウ)

(
三
五
二
頁
上
段
)
論
日

此
中
有
レ頭

法
補
特
伽
羅

法
義
略
広
性
 
(姓
)

不
浄
浄
究
寛

名
所
行
差
別

釈
日

如
二前
所
説
一住
二
一
切
義
無
分
別
名
一
(以
下
、
十
名
の
名
と
解
説
。)

(第
二
)
補
特
伽
羅
名
者
謂
仏
及
随
信
行
等
、
(第
五
)
略
名
者
謂
有
情
等
。

(第
十
名
と
し
て
)
究
寛
名
者
謂
一
切
法
総
相

所
縁
。
「是
諸
菩
薩
所
縁

名
類
略
有
二十
種
二

法
名
謂
眼
等

二
補
特
伽
羅
名
謂
我
等

三
法
名
謂

十
二
分
教

四
義
名
謂
此
十
二
分
教
所
詮
諸
義

五
略
名
謂
一
切
法
為
無

為
等

六
広
名
謂
色
受
等
及
虚
空
等

七
姓
名
謂
阿
字
為
レ初
詞
字
為
レ後

八
不
浄
名
謂
諸
異
生

九
浄
名
謂
諸
見
諦

十
究
寛
名
謂
一
切
法
総
相
所

縁

即
是
二
智
所
縁
境
界
謂
出
世
智
及
後
得
智
以
一二
切
法
真
如
実
際
一為
二

所
縁
一故

以
二
一
切
法
種
種
相
別
一為
二所
縁
一故
。」
如
二十
地
等
一此
中
意
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「『
摂
大
乗
論
」

の
世
親
釈

の

「
十
名
」

に
お
げ

る
諸
訳

の
錯
簡
と
そ

の
統

一
的
修
正

の
論
』
(
真

田
)

取
下於
二
一
切
義
総
相
縁
智
一所
縁
境
界
加如
レ是
品
類
是
諸
菩
薩
名
二所
行
別
旧

今
、
資
料

に
あ
る
二
つ
の
十
名
の
文
の
う

ち
、
後
者

(
「

」
内
、

す
な
わ

ち
傍
線
部
)

は
錯
簡

の
文
で
あ
り
、
資
料
(ア)
の

(甲
)
に
あ

っ

た
も
の
で
あ
る
。

(
二
)

錯
簡

の
理
由

(
1
)
前
者
の
十
名
は
円
成
実
性
で
あ
り
、
「
如
二前
所
説
一住
二
一
切
義
無

分
別
名

二

が
そ
れ
を
示
す
。
後
者
の
十
名
は
依
他
起
性
で
あ
る
。
「是

諸
菩
薩
所
縁
名
」
が
そ
れ
を
示
す
。
真
諦
訳
の
資
料

の
傍
線
部
を
参

照

(二
〇
四
頁
中
右
)
。
二
つ
の
十
名
は
別
物

で
あ
り
、
こ
こ
の
釈

は
前

と
後
の
論
に
よ
り
前
者
が
正
し
い
。

(2)
前
者
の
十
名
は
無
分
別
智
平
等
の
立
場
に
立
ち
差
別
を
述
べ
て
い

る
。
究
寛
し
た
菩
薩
が
真
如
に
至

っ
た
過
程
か
ら
差
別
を

述

べ

て

い

る
。
第

五
の
有
情
等
は
ア
ラ
ヤ
識
縁
起
と
思
う
。
後
者
の
十
名
は
、

一

人
の

(
或
は
一
人

一
人
各
別

の
)
菩
薩
の
迷
い
の
立
場
に
立
ち
所
縁
を

述
べ
て
い
る
。
所
縁
と
は
そ
の
菩
薩
に
と

っ
て
は
、
所
執

で
あ
り
、
実

在
で
あ

る
。
菩
薩
は
、
そ

の
実
在
に
依
止
し
て
自
己
を
形
成
す
る
。
そ

の
意
味

で
、
菩
薩
の
依
他
起
性
の
虚
妄
の
世
界
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、

染
と
浄

の
二
分
が
あ
る
。
浄
と
は
仏
教
の
真
実
で
あ
る
。
菩
薩
は
、
虚

妄
を
脱
す
る
た
め
、
依
他
起
の
浄
の
修
行
を
し
て
、
自
立
、
無
依
止
の

船
若
を
成
就
す
る
。

こ
れ
が
円
成
実
性
で
あ
る
。
従

っ
て
、
こ
の
十
名

は
前
者
の
前
に
必
ず
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
前
者

は
究
寛
し
た
菩
薩
の
平

等
理
を
観
ず
る
。

(3)
資
料
(ア)
で
は
、
所
縁

の
唯
識
性

(能
相
)
を
示
す
。
傍
線
部
は
そ

の
依
他
起
性
、
生
起
性
、
所
縁
性
た
る
名
句
文
相
を
示
し
、
十
名
は
そ

の
整
理
で
あ
る
。

(4)
資
料
(ブ)
の
縄
喩
は
比
喩
に
よ
り
菩
薩
が
円
成
実
に
至
る
こ
と
を
示

す
。
後
者
の
十
名
は
も
と
、
(甲
)
に
あ

っ
て
、

そ
め
た
め
の
根
拠
を
示

し
て
い
る
。

(5)
資
料
(イ)
の
傍
線
部
は
、
菩
薩
が
依
他
起
と
し
て
の
虚
妄
性
よ
り
、

自
立
、
無
依
止
の
真
実
性

(般
若
)
に
至
る
こ
と
を
示
す
重
要
な
文
で

あ
る
。
執
著

(染
浄
の
種
子
)
に
よ
る
自
己
形
成
を
脱
し
、
真
実
に
至

る
こ
と
を
示
す
(イ)
の
前
に
、
依
他
起
と
し
て
の
染
浄

の
十
名
を
示
す
文

が
必
ず
あ

っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
(甲
)
に
あ

っ
た
十
名
の
文
で
あ
る
。

(石)
無
性
釈
か
ら
の
証
明
。
四

一
六
頁
上
段
、
資
料
(ヴ)
の
論
の
釈
は
前

者
の
十
名
の
み
載
す
。
又
、
資
料
(イ)
の

「
住
二
一
切
義
無
分
別
名
こ

の

釈

(同
頁
同
段
)
に
、
「
一
切
法
是
契
経
等
。
名
所
レ依
行
処
名
二
一
切
義
齢

名
有
二十
種
齢
前
九
種
名
有
ご
所
分
別
一
其
第
十
名
於
二
一
切
義
一無
レ所
二

分
別
こ

と
あ
る
。
こ
れ
は

に
後
者
の
十
名
が
あ
る
こ
と
を

示

す
。

後
の
論
か
ら
の
部
分
的
初
提
示
な
ら
そ

の
言
及
が
あ
る
は
ず
。

こ
こ
の

チ
ベ

ッ
ト
訳

(
二
四
五
b
六
右
か
ら
)
も
趣
旨
は
全
く
同
じ
。

(
7
)
チ
ベ

ッ
ト
訳
世
親
釈
か
ら
の
証
明
。
こ
こ
は
錯
簡
の
多
い
所
で
、

証
明
の
前
に
ま
ず
、
錯
簡
を
修
正
し
た
玄
奨
訳

を
先
に

一
括

し

て

示
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し
、
次

に
そ
れ
に
対
応
す
る
チ
ベ

ッ
ト
訳
を
示
し
修
正
す
る
。
(
1
)

「
三

四
九
頁
中
十
三

(中
段
の
右
か
ら
十
三
行
目
、
以
下
同
じ
)
能
悟

↓
同
頁

下
六

根
故
」
(2)

「

↓
同
頁
下
十
五

持
力
」
(
3
)

「

↓
三
五
〇
頁

上
四

有
故
」
(
4
)

「
i
↓
同
頁
中
十
四

円
満
」
(
5
)

「

↓
同
頁
下
二

九

預
」
(
6
)

「

↓
三
五

一
頁
上
十
三

転
時
」
(
7
)

「
同
十
四

断
分

別
↓

同
頁
下
五

悟
入
」
(8)

「

↓
同
頁
下
七

生
起
故
」
(9)

「錯

簡
文
」

(
1
0

)

「
三
五

一
頁
下
七

此
中

↓

三
五
二
頁
中
八

九

心

性
」
(
1
1

)

「

↓
同
頁

同
十

三

別
故
」
(
1
2

)

「

↓
同
頁
下
十

七

止

義
」
(
1
3

)

「

↓
同
頁
同
二
六
転
時
」
(
1
4

)

「

↓
」
以
上
に
相
当
す
る
チ

ベ

ッ
ト
訳
は
。
(
1
)

「
一
五
九
b
二
行
中

↓
同
七
右

そ
の
後
、
半
行
は

加

筆

」

(2)

「
一
五
七

b

三
左

↓

同

六
右

」

(3)

「
一
六
〇

a

一
左

↓

同

五

右

」

(
1
)

「
一
五
七

b

六

右

↓

一
五
八

a
七

右

」

(5)

「
一
六
〇

a

五

右

(
第

一
欠

)

↓

一
六

一

a
二
左

L

(
6
)

「
一
五
八

a
七
右

↓

同

b

五
左
。

こ

の
後
、

同

六
左

ま

で

は
加

筆
。

(
7
)

「
一
六

一

a
二
右

こ

の
左

側

は
加

筆
。

↓

同

b

二
右

」

(
8
)

「
一
五
八

b

六
左

↓

同

右

L

(9)

「
一
五
八

b

七

左

1
↓

一
五

九

a
三

中

」

(
1
0

)

「
一
六

一
b

二
右

↓

一
六

二

a
六

中

」

(
1
1

)

「
一
五

九

a
三

中

↓

同

五

中

」

(
1
2

)

「
一
六

二

a

六
中

↓

同
b

五
左

」

(
1
3

)

「
一
五

九

a
五

中

↓

同
b

二
中

」

(
1
4

)

「
一

六

二
b

五
左

↓

」

以

上
、

チ

ベ

ッ
ト
訳

世

親

釈

か

ら

の
証

明

(
a
)

全

部

の
錯

簡

を

修

正

し

た
文

は
、

玄

奨

訳

の
当

該

の
錯
簡

を

修

正

し

た
文

と

一
致

す

る
。

特

に

チ

ベ

ッ
ト
訳

で
、

(8)
、

(9)
、

の
連

続

と
(
1
0

)
に
後
者
の
十
名
が
無

い
事
は
重
要
で
あ
る
。

(h)
玄
癸
訳
の
錯
簡
文

(後
者

の
十
名
の
文
)

に
相
当
す
る
チ
ベ
ッ
ト

訳
に
馬
後
の
論
と
全
く
同
じ
十
名
順
が
あ
る
。

こ
れ
は
玄
癸
訳
の

所
に
は
あ
り
得
ぬ
事
で
、
今

の
位
置

の
正

し
さ
を
示
す
。

(
C
)
第
十
名

の
究
尭
名
は
、
前
者

「総
法
た
る
も
の
に
お
け
る
所
縁
で

あ
り
、
十
地
の
如
し
」
と
あ
り
、
錯
簡
相
当
文

(後
者

の
十
名
)

で
は

「
不
共
法
た
る
も

の
に
お
け
る
所
縁

の
、
出
世
智
と
後
得
智

の
二
つ
の
所
縁
で
あ
る
」
と
あ

っ
て
、
逆

に
な

っ
て
い
る
。
そ
の

理
由
は
。
前
者
は
、
円
成
実

の
内
容

の
平
等
理

を
述

べ
、
後

者

は
、
人
格
成
就
し
た
菩
薩
個
人
の
、
無
依

止
性
、
自
立
性
、
不
共

性
の
智
を
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
に
私
は
、
「摂
大
乗

論
」
の
立
場
か
ら
の
空
性
の
真
実
義
を
見

る
。
そ
の
真
実
義
と
は
、

依
他
性
と
い
う
虚
妄
、
す
な
わ
ち
、
依
他

性
、
空
性
だ
か
ら
こ
そ

虚
妄
な
の
で
あ
り
断
ず
べ
き
で
あ
る
と
思

っ
て
、
自
立
、
無
依
止

の
人
格
を
成
就
す
る
菩
薩
の
般
若

(智
)
を

い

う
。
な
お
、
「摂

大
乗
論
」
全
体
を
見
た
三
性
説
は
省
略
す

る
が
、
核
心
は
正
し
く

述
べ
て
来
た
と
思
う
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

摂
論
釈
、
錯
簡
、
修
正

(県
立
小
田
原
城
内
高
等
学
校
教
諭
)

「『
摂
大
乗
論
」

の
世
親

釈

の

「
十
名
」

に
お
け

る
諸
訳
の
錯
簡
と
そ

の
統

一
的
修
正

の
論
』

(真

田
)
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